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手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

9月 1日（金） 提案説明 

9月 6日（水） 一般質問 

9月 7日（木） 一般質問 

9月11日（月） 質疑 

9月12日（火） 質疑・委員会付託 

9月14日（木） 総務建設常任委員会 

9月20日（水） 文教福祉常任委員会 

9月27日（水） 討論・採決 

表紙の写真 

今日はみんなで
クッキング

　今日のメニューは、みんなが
大好きなカレー。まずは、包丁で
ジャガイモとニンジンを下ごし
らえ。 
　園庭の大きなお鍋で、ぐつぐ
つ煮込んだ手作りカレーを、お
なかいっぱいいただきました。 
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5月19日　中保育園 5月19日　中保育園 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　今日まで56年間、珠算を通して子どもたち
と向き合い、子どもの成長を見守られてきたこ
とに感動しています。健康に留意され、ますま
すのご活躍をお祈りいたします。（船戸光夫） 

将棋にも算数の要素が 

数独（ナンバープレース）で頭の体操を 

♪　趣味は何ですか？ 
　将棋を指すことです。子どもの頃、父親か
ら手作りの将棋盤をプレゼントされ、現在も
愛用しています。数独を解くことも好きです。 

 
 

♪　子どもたちにそろばんを教えようと思った
きっかけは？ 
　中学生の時、珠算式暗算の素晴らしさに感
動し、珠算の指導者になろうと思いました。 
 

♪　先生のモットーは？ 
　曲がったことは大嫌いで、そういう意味で
頑固者。好きな言葉は、「継続は力なり」「時
は金なり」です。 

 

♪　町に何か言いたいことはありますか？ 
　町政には満足しておりますので、今のとこ
ろ何もありません。 
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委員長　丹羽　孝 木野春徳 

総務建設常任委員会 
委員　8人（うち欠員1人） 

総務部・地域協働部・産業建設部・会計管理者等の
所管事項の調査、条例・予算などの審査をします。 

委員　7人 
健康福祉部・生涯教育部の所管事項の調査、条例・
予算などの審査をします。 

文教福祉常任委員会 総務建設常任委員会 文教福祉常任委員会 

副議長　伊藤　浩 
2期目　70歳 

　
こ
の
た
び
、
議
長
に
ご
推

挙
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

ま
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
議
長
の
重
責

に
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
大
口
町
議
会

の
名
を
汚
す
こ
と
の
な
い
議

会
運
営
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

　
所
信
表
明
で
申
し
上
げ
ま

し
た
よ
う
に
、
議
会
改
革
、

特
に
議
員
定
数
に
つ
い
て
は

方
向
性
を
結
論
付
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

　
こ
の
1
年
は
、
大
口
町
議

会
に
と
っ
て
、
ま
た
私
に
と

っ
て
も
記
念
す
べ
き
1
年
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

覚
悟
で
す
。
そ
の
た
め
に
何

よ
り
必
要
な
も
の
、
そ
れ
は

議
員
各
位
、
一
人
ひ
と
り
の

知
識
、
知
恵
、
経
験
を
十
二

分
に
発
揮
さ
れ
、
開
か
れ
た

議
会
を
周
知
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
す
。
 

　
昨
年
行
わ
れ
た
議
会
と
の

意
見
交
換
会
を
今
年
も
予
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
会
に
参
加
さ
れ
た
方
に

「
自
分
の
意
見
を
取
り
上
げ

て
い
た
だ
け
た
」
と
大
変
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
町
民
の
声
、
諸
問
題

に
つ
い
て
、
「
葦
の
髄
か
ら

天
井
を
覗
く
」
こ
と
の
な
い

よ
う
、
大
所
高
所
か
ら
判
断

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
議

員
一
同
が
一
致
団
結
し
、
小

さ
な
声
を
す
く
い
上
げ
ら
れ

る
よ
う
情
報
力
を
高
め
、
町

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
議

会
を
目
指
し
ま
す
。
 

　
以
上
簡
単
で
は
あ
り
ま
す

が
、
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 　

こ
の
た
び
、
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
、
副
議
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身

で
す
が
、
「
我
以
外
　
皆
我

師
也
」
と
い
う
言
葉
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
全
力
投
球
で

職
務
を
全
う
す
る
つ
も
り
で

す
。
 

　
今
後
は
、
宮
田
議
長
を
補

佐
し
、
ま
ず
住
民
の
声
を
し

っ
か
り
聴
き
、
大
口
町
の
発

展
は
も
と
よ
り
、
議
会
改
革

の
一
層
の
推
進
を
目
指
し
、

住
民
の
信
託
に
応
え
る
べ
く

前
向
き
な
努
力
を
す
る
決
意

で
す
。
 

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
し
て
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
 

議長　宮田和美 
3期目　73歳 
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動
 5

月
10
日
、臨
時
会
で
平
成
29
年
度
の
議
会
体

制
を
決
定
し
ま
し
た
。
議
長
、副
議
長
を
選
び
、常

任
委
員
会
を
は
じ
め
各
種
委
員
会
な
ど
の
構
成

委
員
を
見
直
し
ま
し
た
。
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8
人
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運
営
や
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長
の
諮
問
に

関
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項
を
協
議
し
ま
す
。
 

副
委
員
長
　
柘

植

　

満

 

委
　
　
員
 

吉
田
　
正
・
岡
　
孝
夫
 

伊
藤
　
浩
・
齊
木
一
三
 

木
野
春
徳
・
倉
知
敏
美
 

    
議
会
選
出
監
査
委
員
 

適
切
な
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政
運
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が
行
わ

れ
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い
る
か
定
期
的
に
監
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ま
す
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委員長　岡　孝夫 副委員長　鈴木義彦 

吉田　正 酒井正宗 伊藤　浩 

柘植　満 木野春徳 

委員長　齊木一三 副委員長　大竹伸一 

船戸光夫 丹羽　孝 宮田和美 

丹羽　勉 倉知敏美 
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　本年度から、議会報告会の円滑な実施・運
営のため、「議会報告会プロジェクト」を設
置しました。住民に、より開かれた議会を目指
し、議会活動に多様な意見を反映していきます。 
リーダー　　　伊藤　浩 
サブリーダー　丹羽　孝 
メンバー　　　船戸光夫・吉田　正 
　　　　　　　鈴木義彦・大竹伸一 
　　　　　　　柘植　満 

議会報告会プロジェクト議会報告会プロジェクト
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勉
 

一
部
事
務
組
合
議
員
 

丹
羽
広
域
事
務
組
合
 

船
戸
光
夫
・
岡
　
孝
夫
 

鈴
木
義
彦
・
丹
羽
　
勉
 

倉
知
敏
美
 

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
 

吉
田
　
正
・
大
竹
伸
一
 

齊
木
一
三
 

愛
北
広
域
事
務
組
合
 

柘
植
　
満
・
丹
羽
　
孝
 

木
野
春
徳
 

尾
張
水
害
予
防
組
合
 

酒
井
正
宗
 

尾
張
北
部
環
境
組
合
 

齊
木
一
三
・
丹
羽
　
勉
 

倉
知
敏
美
 

委員長　岡　孝夫 副委員長　鈴木義彦 

吉田　正 酒井正宗 伊藤　浩 

柘植　満 木野春徳 

委員長　齊木一三 副委員長　大竹伸一 

船戸光夫 丹羽　孝 宮田和美 

丹羽　勉 倉知敏美 

よ
し
 

ず
い
 

の
ぞ
 

わ
れ
 

い
 

が
い
 

み
な
 

わ
が
 

し
 

な
り
 

　本年度から、議会報告会の円滑な実施・運
営のため、「議会報告会プロジェクト」を設
置しました。住民に、より開かれた議会を目指
し、議会活動に多様な意見を反映していきます。 
リーダー　　　伊藤　浩 
サブリーダー　丹羽　孝 
メンバー　　　船戸光夫・吉田　正 
　　　　　　　鈴木義彦・大竹伸一 
　　　　　　　柘植　満 

議会報告会プロジェクト議会報告会プロジェクト
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全
力
投
球
で
職
務
を
全
う
 

町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
議
会
に
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問 □ 答 □ 
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質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

わ
が
ま
ち
特
例
の
制
度

は
、
い
つ
か
ら
導
入
さ
れ
た

か
。
 平

成
24
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
。
 

 

わ
が
ま
ち
特
例
を
受
け

て
い
る
事
例
は
。
 

現
時
点
で
事
例
は
な
い
。
 

 

「
家
庭
的
保
育
事
業
」

と
は
。
 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
（
平
成
27
年
4
月
）

に
よ
り
、
一
定
の
運
営
基
準

を
も
と
に
国
か
ら
の
交
付
金

を
受
け
る
事
業
で
、
5
人
以

下
の
少
人
数
で
家
庭
的
な
保

育
を
行
う
も
の
。
町
の
「
す

く
す
く
サ
ポ
ー
ト
」
と
は
別

の
事
業
。
 

 「
事
業
所
内
保
育
事
業
」

と
は
。
 

事
業
に
は
、
子
ど
も
用

の
便
所
、
調
理
室
、
屋
外
遊

技
場
、
非
常
口
等
、
保
育
園

に
近
い
設
備
が
必
要
で
、
部

屋
を
1
室
借
り
て
行
う
と
い

っ
た
方
法
で
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。
 

 

「
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
」
や
「
事
業
所
内
保
育
事

業
」
を
行
っ
て
い
る
事
例
は
。
 

現
在
の
と
こ
ろ
、
新
制

度
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、

町
内
に
は
な
い
。
事
例
が
生

じ
た
際
は
課
税
の
基
準
が
必

要
と
な
る
た
め
、
規
定
を
設

け
る
。
 

 こ
れ
か
ら
町
内
に
住
も

う
、
家
を
建
て
よ
う
と
考
え

る
人
に
対
す
る
、
固
定
資
産

税
の
各
種
優
遇
措
置
の
周
知

方
法
は
。
 

「
大
口
町
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
」（
平
成
29
年
3

月
策
定
）
に
お
け
る
若
い
世

代
の
定
住
促
進
の
取
組
み
の

中
で
、
周
知
を
考
え
て
い
く
。
 

 

開
館
時
間
を
午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
に
し
た

理
由
は
。
 

保
育
園
の
送
り
迎
え
の

時
間
帯
と
重
な
ら
な
い
よ
う

に
設
定
。
 

 

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

の
は
、
主
に
就
学
前
の
子
ど

も
や
そ
の
保
護
者
と
思
う
が
、

子
育
て
は
就
学
後
も
続
く
。

小
学
生
の
保
護
者
か
ら
相
談

を
受
け
た
と
き
は
。
 

相
談
を
受
け
た
セ
ン
タ

ー
職
員
が
支
援
し
な
が
ら
、

学
校
や
児
童
館
と
連
携
す
る

な
ど
、
柔
軟
な
対
応
を
図
る
。
 

 

利
用
者
の
た
め
、
周
辺

に
駐
車
場
の
確
保
が
必
要
で

は
。
 

セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン

後
、
車
の
利
用
状
況
を
み
て

検
討
し
て
き
た
い
。
 

 

﹇
歳
入
　
固
定
資
産
税
﹈ 

償
却
資
産
が
7
千
万
円

の
増
額
補
正
と
な
っ
た
要
因

は
。
 今

回
の
補
正
は
、
複
数

の
会
社
の
償
却
資
産
の
申
告

実
績
を
積
み
上
げ
た
結
果
に

よ
る
も
の
。
 

 

﹇
町
財
政
の
運
営
﹈ 

今
後
、
法
人
町
民
税
の

減
収
に
よ
り
、
歳
入
が
不
足

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
町
財

政
の
見
通
し
は
。
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
、
財
政
調
整
基

金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
る
。

万
一
、
年
度
途
中
で
歳
入
の

不
足
が
生
じ
た
と
き
は
、
基

金
の
取
り
崩
し
で
対
応
す
る
。
 

 

財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
す
以
外
に
、
公
債
費
（
借

金
）
と
い
う
手
段
も
あ
る
が
。
 

公
債
費
は
、
現
世
代
だ

け
で
な
く
、
将
来
世
代
も
長

期
間
に
わ
た
っ
て
公
平
に
負

担
い
た
だ
く
意
味
で
、
公
共

施
設
の
建
築
や
道
路
等
の
基

盤
整
備
に
活
用
。
経
常
経
費

の
施
策
の
見
直
し
を
進
め
、

法
人
税
減
税
に
対
処
し
て
い

く
。
  

町
内
の
認
定
農
業
者
の

人
数
は
。
 

8
人
。
 

 今
後
、
農
業
従
事
者
は

減
少
す
る
と
思
わ
れ
る
が
。
 

定
年
退
職
さ
れ
た
方
や

非
農
家
の
方
を
対
象
に
、
農

業
へ
の
入
口
、
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
農

園
や
農
業
ち
ゃ
れ
ん
塾
と
い

っ
た
制
度
を
活
用
し
て
い
く
。
 

 

町
の
農
業
の
将
来
は
。
 

町
内
で
は
耕
作
放
棄
地

が
少
な
く
、
農
地
全
体
の
約

30
%
を
認
定
農
業
者
が
担
う
。

現
状
、
認
定
農
業
者
は
過
不

足
が
な
い
と
認
識
。
新
制
度

に
は
自
治
体
の
実
態
に
合
わ

せ
た
手
続
き
も
あ
り
、
そ
れ

ら
を
使
い
な
が
ら
、
町
に
合

っ
た
農
業
を
維
持
し
て
い
く
。
 

 

6月議会で決まったおもな内容 

法改正を農業の将来を考えるきっかけに 

 
○町提出（21議案・1諮問） 
 
 
 
　採決の結果 
 
 
○陳情 
 

6月定例会を、6月2日から22日までの21日間の会期で開催しました。 
税条例の一部を改正する条例、子育て支援センターの設置及び管理に関す
る条例の制定、平成29年度の補正予算、固定資産評価審査委員会委員の
選任、農業委員会委員の任命など 
 
子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の制定、農業委員会委員
の任命、雉子野橋架替工事請負契約など21議案・1諮問を全会一致で可決 
 

【採択】　1件　【聞き置く】　1件 
 

一般質問では、4議員が町政全般にわたり質問しました。 オープンに向けた準備が進む子育て支援センター 

き じ の 
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税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、「
わ
が
ま
ち
特
例
」
に
お

け
る
保
育
の
受
け
皿
整
備
促
進
の
た
め
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
を
創
設
、軽
自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長
等
を

行
う
。 

﹇
わ
が
ま
ち
特
例
﹈ 

　
国
が
一
律
に
定
め
て
い
た
地
方
税
の
特
例
措
置
の
内
容
を

地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
判
断
し
、
市
町
村
の
条
例
で
決
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
。
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
 

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
 

　
子
育
て
家
庭
等
に
対
す
る
情
報
提
供
や
相
談
指
導
、子
育

て
サ
ー
ク
ル
等
の
育
成
支
援
等
を
図
る
た
め
、北
保
育
園
に

セ
ン
タ
ー
を
併
設
。 

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
お
け
る
要
件
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子育て支援センターの設置及び管理に関する条例の制定、農業委員会委員
の任命、雉子野橋架替工事請負契約など21議案・1諮問を全会一致で可決 
 

【採択】　1件　【聞き置く】　1件 
 

一般質問では、4議員が町政全般にわたり質問しました。 オープンに向けた準備が進む子育て支援センター 

き じ の 
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税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、「
わ
が
ま
ち
特
例
」
に
お

け
る
保
育
の
受
け
皿
整
備
促
進
の
た
め
固
定
資
産
税
の
特
例

措
置
を
創
設
、軽
自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
延
長
等
を

行
う
。 

﹇
わ
が
ま
ち
特
例
﹈ 

　
国
が
一
律
に
定
め
て
い
た
地
方
税
の
特
例
措
置
の
内
容
を

地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
判
断
し
、
市
町
村
の
条
例
で
決
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
。
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
 

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
 

　
子
育
て
家
庭
等
に
対
す
る
情
報
提
供
や
相
談
指
導
、子
育

て
サ
ー
ク
ル
等
の
育
成
支
援
等
を
図
る
た
め
、北
保
育
園
に

セ
ン
タ
ー
を
併
設
。 

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
お
け
る
要
件
 

5 4

条
例
の
制
定
・
改
正
 

平
成
２９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 



追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

4議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

伊藤　浩 

吉田　正 

酒井正宗 

柘植　満 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

子どもの貧困対策　大学進学者への教育支援策を 
大口町の魅力発信　堀尾跡公園と堀尾氏の歴史をセットに 

国保税の引き下げを 
要保護・準要保護 
　新入学予定児童・生徒に対する学用品費の前倒し支給を 

文字の読めない看板の対策は 
動物の避妊・去勢手術費の助成を 

障がい者携帯のヘルプカードの導入を 
教員の過重労働による働き方改革を 

P8 

P9 

P10 

P11

飲料水や食料などは、各家庭で最
低3日間の備蓄が必要とされてい
るが、なかなか浸透していない。 
 
各家庭での備蓄は、防災の自助の1つと
して重要。4月下旬、各小学校で備蓄啓
発シールを貼ったクラッカーを配布、広報
6月号で「地震の備え」を特集。「防災マ
ップ」などで、引き続き周知・啓発を続ける。 

船
戸
光
夫
 

平
成
２８
年
6
月
定
例
会
 

非常食　各家庭は3日分の備蓄を 

問 

答 

児童生徒が安全安心で登下校できる
通学路の見直し点検、「通学路交通
安全プログラム」の策定、進行状況は。 
 
平成27年11月、学校と関係機関が通
学路の安全対策で一層連携するため、
「通学路安全推進会議設置要綱」を
制定。28年度、会議を立ち上げ、具体
的な方針を決定、プログラムを策定する。 

大
竹
伸
一
 

登下校時の安全対策は 

問 

答 

デジタル受信機を受け取っていない世
帯にアンケートを実施したところ、食料
などを備蓄している世帯は45%。各家
庭に対し、今後も継続して啓発を続ける。 

質問者の満足度 行政支援にも限界がある。
防災対策・災害対応を考
える上で、「自助」の観
点で、食料、水の備蓄を！ 

28年度、通学路安全推進会議を開催し、
大口町通学路交通安全プログラムを策
定。本プログラムに基づき、継続的な通
学路の安全確保に努める。 

質問者の満足度 通学路の整備や安全
意識の向上で、より
一層の安全対策を期
待する。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

がんばれ 

一
　
般 

質
　
問 

陳
情 

　
6
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
2
件
の
陳
情
は
、
所

管
の
常
任
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。
 

 ・
精
神
障
害
者
の
交
通
運
賃

に
関
す
る
意
見
書
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

大
口
町
精
神
障
害
者
家
族

会
連
合
会
大
口
し
ら
ゆ
り

会
 

代
表
　
伊
藤
祐
子
 

 ・
憲
法
を
い
か
し
て
働
く
者

の
権
利
を
守
り
、住
民
生

活
の
向
上
、平
和
施
策
の

充
実
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
 

代
表
　
榑
松
　
佐
一
 

 

議
員
提
出
議
案 

　
1
議
案
を
全
員
賛
成

で
可
決
し
、
議
会
か
ら
国

の
機
関
な
ど
へ
意
見
書

を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
精
神
障
害
者
に
対
す
る
公

共
交
通
機
関
の
運
賃
割
引

制
度
の
適
用
に
つ
い
て
の

意
見
書
 

 

「議会に関するアンケート」を実施！ 

　議会は、町民の皆さんに、議

会をより身近に感じていただき、

開かれた存在であり続けるため、

議会改革に取り組んでいます

（12ページ参照）。 

　今回のアンケート調査は、町

民の皆さんの議会に対する考

え方やご意見を、議会改革や

今後の議会運営に反映するた

めに実施するもので、町内に

お住まいの18歳以上の方、

2,500人を無作為に抽出し、7

月上旬に調査票を送付しました。 

　すでに回答いただいた皆さ

んには、ご協力に対し感謝を

申し上げるとともに、回答がま

だお済でない皆さんには、ご

多用とは存じますが、同封の

返信用封筒にてご投函いただ

きますようお願いします。（切

手は不要） 

皆さんの声を、議員一同、
　　　　心からお待ちしています！
皆さんの声を、議員一同、
　　　　心からお待ちしています！にっこり 

おおぐち議会だより　No.212
平成  29年7月21日発行 
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伊 藤 　 浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

本
町
が
実
施
し
て
い

る
「
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
さ
く
ら
」
の
学
習
支
援
活

動
は
。
 

青
少
年
の
自

主
学
習
を
支

え
、
学
ぶ
楽
し
さ
や
意
欲
を

育
て
る
学
習
支
援
の
一
環
。

家
庭
環
境
な
ど
の
問
題
で
、

塾
に
行
き
た
く
て
も
い
け
な

い
中
学
生
を
対
象
に
、
自
学

自
習
の
場
所
を
無
料
提
供
。

教
員
O
B
や
現
役
大
学
生
の

学
習
指
導
員
が
常
駐
し
、
理

解
力
に
合
わ
せ
て
指
導
し
て

い
る
。
 東

浦
町
の
大
学
進
学

者
へ
の
支
援
の
内
容

は
。
 

受
験
、
入
学

前
納
に
か
か

っ
た
費
用
で
、
上
限
10
万
円

の
給
付
型
。
 

 

他
自
治
体
を
参
考
に
、

大
学
生
の
学
費
等
の

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
と
思

う
が
。
 

ま
ず
は
、
本
町
の

貧
困
対
策
へ
の
取

組
み
を
確
実
に
履
行
。
子
ど

も
や
教
育
関
連
の
諸
団
体
と

連
携
し
、
国
へ
の
要
望
に
取

り
組
む
。
 

 

 

今
年
発
足
し
た
「
お

お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
」

は
、
町
の
魅
力
発
信
に
有
効
。

そ
の
活
動
範
囲
は
。
 

今
年
度
は
、

社
会
教
育
前

期
講
座
「
お
お
ぐ
ち
歴
史
談

義
」
の
講
師
に
。
 

　
堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
地
の
み

で
な
く
、
町
全
体
の
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
の
ガ
イ
ド
へ
と
、
活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
る
。
 

堀
尾
跡
公
園
周
辺
に

人
を
呼
び
込
む
に
は
、

交
通
網
の
整
備
と
駐
車
場
の

拡
張
が
大
切
。
 国

道
1
5
5

号
や
愛
岐
南

北
線
の
早
期
整
備
完
了
を
県

へ
要
望
。
駐
車
場
不
足
に
は
、

近
隣
施
設
を
借
り
る
な
ど
検

討
。
 

堀
尾
跡
公
園
と
堀
尾

氏
の
歴
史
を
セ
ッ
ト

に
し
た
、
町
外
へ
の
魅
力
発

信
を
。
 

松
江
市
と
の
姉
妹

提
携
で
、
堀
尾
吉

晴
公
が
新
た
な
魅
力
に
加
わ

っ
た
。
町
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
ふ
る
さ
と
大
口
へ
の
誇

り
を
育
む
施
策
に
繋
げ
た
い
。
 

 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

教
育
長 

副
町
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

愛
知
県
は
平
成
29
年

3
月
、
国
保
運
営
協

議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
）

を
開
催
し
、
国
保
広
域
化
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
。
 

協
議
会
は
、
赤
字
の
補
て
ん

や
保
険
税
を
軽
減
す
る
た
め

の
「
法
定
外
一
般
会
計
繰
入

金
」
を
な
く
せ
と
言
っ
て
い

る
。
町
の
影
響
額
は
。
 

28
年
度
決
算

見
込
額
の
約

5
4
0
0
万
円
の
う
ち
、
8
 

6
5
万
円
相
当
が
該
当
。
 

 

資
産
割
を
廃
止
す
る

方
向
か
。
国
保
財
政

調
整
基
金
1
億
9
0
0
0
万

円
は
、
ど
う
活
用
す
る
か
。
 

現
段
階
で
、

資
産
割
の
取

扱
い
は
決
定
し
て
い
な
い
。

国
保
財
政
調
整
基
金
、
一
般

会
計
の
法
定
外
繰
入
金
の
取

扱
い
と
と
も
に
、
保
険
税
率

の
検
討
の
中
で
総
合
的
に
検

討
し
て
き
た
い
。
 

協
議
会
は
、
各
自
治

体
に
納
付
す
べ
き
額

を
示
し
て
い
る
。
町
の
国
保

税
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

 

県
の
試
算
で

は
、
約
5
億

円
の
保
険
税
徴
収
が
必
要
。

本
町
の
29
年
度
予
算
額
4
億

3
5
5
0
万
円
と
の
比
較
で

は
約
7
0
0
0
万
円
が
不
足

す
る
が
、
試
算
は
国
の
財
政

支
援
等
が
加
味
さ
れ
て
お
ら

ず
、
未
確
定
な
部
分
が
多
い
。
 

協
議
会
へ
あ
と
2
回
、

町
の
意
見
を
言
う
場

が
残
っ
て
い
る
。
国
保
税
の

引
き
下
げ
を
愛
知
県
へ
要
請

す
べ
き
。
 

引
き
下
げ
は

厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
保
険
税
が
急
激

に
上
昇
し
な
い
よ
う
、
国
や

県
に
財
政
支
援
の
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。
 

 

文
部
科
学
省
は
、
前

倒
し
支
給
を
認
め
た
。

町
は
行
う
べ
き
。
 

新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品

費
等
は
、
対
象
の
保
護
者
に

対
し
、
入
学
前
の
3
月
中
の

支
給
を
考
え
て
い
る
。
 

3
月
中
で
な
く
、
1

月
の
就
学
通
知
時
に

支
給
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ほ
し
い
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

大学進学者への教育支援策を 
教育長 まずは本町の取組みを確実に履行 

子どもの貧困対策 

新入学予定児童・生徒に対する学用品費の前倒し支給を 
部長 入学前の3月中の支給を考えている 

要保護・準要保護 

堀
尾
跡
公
園
と
堀
尾
氏
の
歴
史
を
セ
ッ
ト
に
 

副
町
長 

ふ
る
さ
と
大
口
へ
の
誇
り
を
育
む
施
策
に
繋
げ
た
い
 

大
口
町
の
魅
力
発
信 

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
 

部
長 

引
き
下
げ
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る 

区　分 
国立大 
公立大 
私立大　文系 
私立大　理系 

授業料 
535,800 
537,809 
746,123 

1,048,763

入学料 
282,000 
393,426 
242,579 
262,436

施設設備費 
※1 
※1 

158,118 
190,034

合　計 
817,800 
931,235 

1,146,820 
1,501,233

（単位：円） 

文部科学省の調査等をもとに作成（※1…施設費等を徴収される場合がある）。 

大学の年間授業料等の平均額 

今後の愛知県国保運営協議会スケジュール 
（出典：平成28年度第1回愛知県国民健康保険運営協議会資料） 

10人のボランティアが活動中 

り こう 
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伊 藤 　 浩  

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

　

浩

 

本
町
が
実
施
し
て
い

る
「
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
さ
く
ら
」
の
学
習
支
援
活

動
は
。
 

青
少
年
の
自

主
学
習
を
支

え
、
学
ぶ
楽
し
さ
や
意
欲
を

育
て
る
学
習
支
援
の
一
環
。

家
庭
環
境
な
ど
の
問
題
で
、

塾
に
行
き
た
く
て
も
い
け
な

い
中
学
生
を
対
象
に
、
自
学

自
習
の
場
所
を
無
料
提
供
。

教
員
O
B
や
現
役
大
学
生
の

学
習
指
導
員
が
常
駐
し
、
理

解
力
に
合
わ
せ
て
指
導
し
て

い
る
。
 東

浦
町
の
大
学
進
学

者
へ
の
支
援
の
内
容

は
。
 

受
験
、
入
学

前
納
に
か
か

っ
た
費
用
で
、
上
限
10
万
円

の
給
付
型
。
 

 

他
自
治
体
を
参
考
に
、

大
学
生
の
学
費
等
の

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
と
思

う
が
。
 

ま
ず
は
、
本
町
の

貧
困
対
策
へ
の
取

組
み
を
確
実
に
履
行
。
子
ど

も
や
教
育
関
連
の
諸
団
体
と

連
携
し
、
国
へ
の
要
望
に
取

り
組
む
。
 

 

 

今
年
発
足
し
た
「
お

お
ぐ
ち
歴
史
ガ
イ
ド
」

は
、
町
の
魅
力
発
信
に
有
効
。

そ
の
活
動
範
囲
は
。
 

今
年
度
は
、

社
会
教
育
前

期
講
座
「
お
お
ぐ
ち
歴
史
談

義
」
の
講
師
に
。
 

　
堀
尾
氏
ゆ
か
り
の
地
の
み

で
な
く
、
町
全
体
の
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
の
ガ
イ
ド
へ
と
、
活

躍
の
場
を
広
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
る
。
 

堀
尾
跡
公
園
周
辺
に

人
を
呼
び
込
む
に
は
、

交
通
網
の
整
備
と
駐
車
場
の

拡
張
が
大
切
。
 国

道
1
5
5

号
や
愛
岐
南

北
線
の
早
期
整
備
完
了
を
県

へ
要
望
。
駐
車
場
不
足
に
は
、

近
隣
施
設
を
借
り
る
な
ど
検

討
。
 

堀
尾
跡
公
園
と
堀
尾

氏
の
歴
史
を
セ
ッ
ト

に
し
た
、
町
外
へ
の
魅
力
発

信
を
。
 

松
江
市
と
の
姉
妹

提
携
で
、
堀
尾
吉

晴
公
が
新
た
な
魅
力
に
加
わ

っ
た
。
町
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
ふ
る
さ
と
大
口
へ
の
誇

り
を
育
む
施
策
に
繋
げ
た
い
。
 

 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

教
育
長 

副
町
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

愛
知
県
は
平
成
29
年

3
月
、
国
保
運
営
協

議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
）

を
開
催
し
、
国
保
広
域
化
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
。
 

協
議
会
は
、
赤
字
の
補
て
ん

や
保
険
税
を
軽
減
す
る
た
め

の
「
法
定
外
一
般
会
計
繰
入

金
」
を
な
く
せ
と
言
っ
て
い

る
。
町
の
影
響
額
は
。
 

28
年
度
決
算

見
込
額
の
約

5
4
0
0
万
円
の
う
ち
、
8
 

6
5
万
円
相
当
が
該
当
。
 

 

資
産
割
を
廃
止
す
る

方
向
か
。
国
保
財
政

調
整
基
金
1
億
9
0
0
0
万

円
は
、
ど
う
活
用
す
る
か
。
 

現
段
階
で
、

資
産
割
の
取

扱
い
は
決
定
し
て
い
な
い
。

国
保
財
政
調
整
基
金
、
一
般

会
計
の
法
定
外
繰
入
金
の
取

扱
い
と
と
も
に
、
保
険
税
率

の
検
討
の
中
で
総
合
的
に
検

討
し
て
き
た
い
。
 

協
議
会
は
、
各
自
治
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に
納
付
す
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き
額

を
示
し
て
い
る
。
町
の
国
保

税
は
ど
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な
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か
。
 

 

県
の
試
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で

は
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億

円
の
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税
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収
が
必
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。

本
町
の
29
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度
予
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4
億

3
5
5
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で
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7
0
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万
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が
不
足

す
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が
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は
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が
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ら
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、
未
確
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な
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多
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あ
と
2
回
、

町
の
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を
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場

が
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っ
て
い
る
。
国
保
税
の

引
き
下
げ
を
愛
知
県
へ
要
請

す
べ
き
。
 

引
き
下
げ
は

厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
保
険
税
が
急
激

に
上
昇
し
な
い
よ
う
、
国
や

県
に
財
政
支
援
の
要
望
を
し

て
い
き
た
い
。
 

 

文
部
科
学
省
は
、
前

倒
し
支
給
を
認
め
た
。

町
は
行
う
べ
き
。
 

新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品

費
等
は
、
対
象
の
保
護
者
に

対
し
、
入
学
前
の
3
月
中
の

支
給
を
考
え
て
い
る
。
 

3
月
中
で
な
く
、
1

月
の
就
学
通
知
時
に

支
給
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ほ
し
い
。
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健
康
福
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部
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健
康
福
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部
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康
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一
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問 

吉

田

　

正

 

大学進学者への教育支援策を 
教育長 まずは本町の取組みを確実に履行 

子どもの貧困対策 

新入学予定児童・生徒に対する学用品費の前倒し支給を 
部長 入学前の3月中の支給を考えている 

要保護・準要保護 

堀
尾
跡
公
園
と
堀
尾
氏
の
歴
史
を
セ
ッ
ト
に
 

副
町
長 

ふ
る
さ
と
大
口
へ
の
誇
り
を
育
む
施
策
に
繋
げ
た
い
 

大
口
町
の
魅
力
発
信 

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
 

部
長 
引
き
下
げ
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る 

区　分 
国立大 
公立大 
私立大　文系 
私立大　理系 

授業料 
535,800 
537,809 
746,123 

1,048,763

入学料 
282,000 
393,426 
242,579 
262,436

施設設備費 
※1 
※1 

158,118 
190,034

合　計 
817,800 
931,235 

1,146,820 
1,501,233

（単位：円） 

文部科学省の調査等をもとに作成（※1…施設費等を徴収される場合がある）。 

大学の年間授業料等の平均額 

今後の愛知県国保運営協議会スケジュール 
（出典：平成28年度第1回愛知県国民健康保険運営協議会資料） 

10人のボランティアが活動中 
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酒 井 正 宗  

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

正

宗

 

中
央
公
民
館
前
の
立

て
看
板
の
設
置
年
は
。
 

平
成
9
年
頃

に
設
置
。
 

看
板
の
文
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
た
め
、

塗
り
直
し
て
は
。
 

経
年
劣
化
で

文
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
。
躯
体
自
体
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

改
修
・
撤
去
も
含
め
、
検
討

す
る
。
 防

火
水
槽
の
表
示
板

も
、
読
め
な
い
箇
所

が
あ
る
。
取
替
え
の
計
画
は
。
 

水
槽
本
体
の

修
理
を
優
先

さ
せ
て
お
り
、
今
後
、
必
要

箇
所
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
 

 

近
隣
市
町
で
の
、
避

妊
・
去
勢
手
術
費
の

助
成
は
ど
の
程
度
か
。
 

江
南
市
は
、

飼
猫
を
対
象

に
避
妊
2
5
0
0
円
、
去
勢

1
5
0
0
円
を
補
助
。
岩
倉

市
は
、
民
間
団
体
が
認
定
し

た
地
域
猫
を
対
象
に
避
妊

3
0
0
0
円
、
去
勢
1
5
0
 

0
円
を
補
助
。
 

 ※
地
域
猫
…
野
良
猫
に
避
妊

去
勢
手
術
を
行
い
、
餌
や
り

な
ど
を
地
域
で
管
理
し
な
が

ら
一
代
限
り
の
命
を
見
守
っ

て
い
く
取
組
み
。
 

 

本
町
で
も
、
避
妊
・

去
勢
手
術
費
の
助
成

を
。
 

平
成
29
年
度
、

町
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
件
数
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
野
良
猫
1
件
、
迷

い
犬
2
件
。
 

　
26
年
度
以
降
、
増
加
傾
向

の
た
め
、
今
後
、
相
談
件
数

が
増
え
れ
ば
検
討
す
る
。
 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
が

携
帯
し
、
災
害
時
な
ど
に
、

緊
急
連
絡
先
や
必
要
な
支
援

内
容
を
周
囲
に
伝
え
る
た
め

の
カ
ー
ド
。
 

　
町
も
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

積
極
的
に
導
入
し
て
は
。
 

本
年
度
当
初
、

愛
知
県
が
導

入
検
討
の
た
め
、
県
内
市
町

村
に
調
査
を
実
施
。
国
や
県
、

市
町
村
全
体
で
取
り
組
め
ば
、

効
果
が
期
待
で
き
る
。
 

　
町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た

動
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
周
知
方
法

や
管
理
方
法
な
ど
、
調
査
・

研
究
を
進
め
た
い
。
 

 

文
部
科
学
省
が
「
教

員
勤
務
実
態
調
査
」

で
、
小
中
学
校
教
員
の
勤
務

時
間
が
過
労
死
ラ
イ
ン
を
上

回
る
実
態
を
発
表
。
 

　
教
員
の
勤
務
時
間
の
改
善

に
対
す
る
取
組
み
は
。
 

学
校
で
は
、

会
議
の
効
率

化
や
事
務
作
業
の
簡
素
化
で

教
員
の
負
担
軽
減
に
努
力
。

大
口
中
学
校
で
は
平
成
28
年

度
、
朝
や
授
業
後
の
部
活
動

を
減
ら
す
な
ど
の
見
直
し
を

実
施
。
 

　
29
年
3
月
、
愛
知
県
が
発

表
し
た
「
教
員
の
多
忙
化
解

消
プ
ラ
ン
」
を
参
考
に
、
現

在
、
町
独
自
の
プ
ラ
ン
を
策

定
中
。
 

部
活
動
で
の
外
部
人

材
の
活
用
や
部
活
動

指
導
員
制
度
の
活
用
は
。
 

地
域
の
方
々

に
よ
る
技
術

的
な
指
導
・
協
力
は
、
部
活

動
の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て

い
る
。
 

　
一
方
、
部
活
動
の
顧
問
の

役
割
を
外
部
指
導
員
に
任
せ

る
の
は
、
安
全
面
や
緊
急
時

の
対
応
等
、
難
し
い
面
が
あ

り
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

学
校
教
育
課
主
幹 

学
校
教
育
課
主
幹 

柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

教員の過重労働による働き方改革を 
主幹 町独自の多忙化解消プランを策定中 

障
が
い
者
携
帯
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
を
 

部
長 

導
入
に
対
応
で
き
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
進
め
る 

文字の読めない看板の対策は 
部長 改修あるいは撤去も含め検討 

動物の避妊・去勢手術費の助成を 
部長 補助制度は相談件数が増えれば検討 

看板の支柱にも老朽化が 

耳先のカットは、避妊・去勢手術済の猫のしるし 

東京都が都内統一デザインとして作成したヘルプカード(出典：東京都HP)

く
 

た
い
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酒 井 正 宗  

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

正

宗

 

中
央
公
民
館
前
の
立

て
看
板
の
設
置
年
は
。
 

平
成
9
年
頃

に
設
置
。
 

看
板
の
文
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
た
め
、

塗
り
直
し
て
は
。
 

経
年
劣
化
で

文
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
。
躯
体
自
体
も

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

改
修
・
撤
去
も
含
め
、
検
討

す
る
。
 防

火
水
槽
の
表
示
板

も
、
読
め
な
い
箇
所

が
あ
る
。
取
替
え
の
計
画
は
。
 

水
槽
本
体
の

修
理
を
優
先

さ
せ
て
お
り
、
今
後
、
必
要

箇
所
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。
 

 

近
隣
市
町
で
の
、
避

妊
・
去
勢
手
術
費
の

助
成
は
ど
の
程
度
か
。
 

江
南
市
は
、

飼
猫
を
対
象

に
避
妊
2
5
0
0
円
、
去
勢

1
5
0
0
円
を
補
助
。
岩
倉

市
は
、
民
間
団
体
が
認
定
し

た
地
域
猫
を
対
象
に
避
妊

3
0
0
0
円
、
去
勢
1
5
0
 

0
円
を
補
助
。
 

 ※
地
域
猫
…
野
良
猫
に
避
妊

去
勢
手
術
を
行
い
、
餌
や
り

な
ど
を
地
域
で
管
理
し
な
が

ら
一
代
限
り
の
命
を
見
守
っ

て
い
く
取
組
み
。
 

 

本
町
で
も
、
避
妊
・

去
勢
手
術
費
の
助
成

を
。
 

平
成
29
年
度
、

町
に
寄
せ
ら

れ
た
相
談
件
数
は
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
野
良
猫
1
件
、
迷

い
犬
2
件
。
 

　
26
年
度
以
降
、
増
加
傾
向

の
た
め
、
今
後
、
相
談
件
数

が
増
え
れ
ば
検
討
す
る
。
 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

生
涯
教
育
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
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「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
は
、

障
が
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携
帯
し
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災
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な
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に
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緊
急
連
絡
先
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要
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内
容
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周
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の
カ
ー
ド
。
 

　
町
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ヘ
ル
プ
カ
ー
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積
極
的
に
導
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し
て
は
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初
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導
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市
町
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。
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こ
う
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ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
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周
知
方
法
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管
理
方
法
な
ど
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調
査
・

研
究
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進
め
た
い
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文
部
科
学
省
が
「
教

員
勤
務
実
態
調
査
」

で
、
小
中
学
校
教
員
の
勤
務

時
間
が
過
労
死
ラ
イ
ン
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上

回
る
実
態
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表
。
 

　
教
員
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勤
務
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み
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。
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校
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は
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会
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効
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事
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作
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簡
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。
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年

度
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動
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し
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実
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。
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愛
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に
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在
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独
自
の
プ
ラ
ン
を
策

定
中
。
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。
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。
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。
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柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

学
校
教
育
課
主
幹 

学
校
教
育
課
主
幹 

柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

教員の過重労働による働き方改革を 
主幹 町独自の多忙化解消プランを策定中 

障
が
い
者
携
帯
の
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
を
 

部
長 
導
入
に
対
応
で
き
る
よ
う
調
査
・
研
究
を
進
め
る 

文字の読めない看板の対策は 
部長 改修あるいは撤去も含め検討 

動物の避妊・去勢手術費の助成を 
部長 補助制度は相談件数が増えれば検討 

看板の支柱にも老朽化が 

耳先のカットは、避妊・去勢手術済の猫のしるし 

東京都が都内統一デザインとして作成したヘルプカード(出典：東京都HP)
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氏　名 支出内容 

船戸光夫 

吉田　正 

岡　孝夫 

酒井正宗 

鈴木義彦 

大竹伸一 

伊藤　浩 

柘植　満 

齊木一三 

丹羽　孝 

宮田和美 

丹羽　勉 

木野春徳 

倉知敏美 

合　　計 

交付額 

47,520 

49,454 

10,732 

60,000 

59,920 

60,000 

59,880 

60,000 

27,200 

60,000 

0 

46,200 

0 

0 

540,906

支出額 

47,520 

49,454 

10,732 

60,220 

59,920 

73,440 

59,880 

60,600 

27,200 

66,800 

0 

46,200 

0 

0

支出額の内訳 

研修費 

資料購入費 

研修費 

資料購入費 

資料購入費 

研修費 

資料購入費 

研修費 

資料購入費 

研修費 

研修費 

資料購入費 

研修費 

資料購入費 

研修費 

研修費 

－ 

研修費 

資料購入費 

－ 

－ 

43,200 

4,320 

39,854 

9,600 

10,732 

54,820 

5,400 

54,520 

5,400 

73,440 

54,480 

5,400 

43,200 

17,400 

27,200 

66,800 

0 

33,600 

12,600 

0 

0

セミナー受講「議員提案による政策条例の立案から
制定まで」等 

書籍購入　　「自治六法」 

行政視察　　　千葉県野田市、栃木県佐野市 

書籍購入　　「住民と自治誌」等 

書籍購入　　「市民社会と地方自治」等 

セミナー受講「議会基本条例ができるまで」等 

書籍購入　　「地方議会運営事典第2次改訂版」 

セミナー受講「議会基本条例ができるまで」等 

書籍購入　　「地方議会運営事典第2次改訂版」 

セミナー受講「質問作成スキルアップ」等 

セミナー受講「議会基本条例ができるまで」等 

書籍購入　　「地方議会運営事典第2次改訂版」 

セミナー受講「議員提案による政策条例の立案から
制定まで」等 

書籍購入　　「政策資料 地方政治研究」等 

セミナー受講「議員提案による政策条例の立案から
制定まで」 

セミナー受講「議員定数・議員報酬について」等 

セミナー受講「地域で取り組む認知症問題」等 

書籍購入　　「ゼンリン住宅地図」 

○　政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付される費用です。 

大口町議会では、実費後払い方式により各議員に年間6万円を限度に交付します。 
政務活動費の適正な使用と使途の透明性を高めるため、議員の責務や議長の調査権、
情報公開の規定を定めています。 

○　各議員の使途詳細等は、議会のホームページで公開しています。 

各議員は政務活動費をこのように使いました（使途の概要：28年4月～29年3月分） 単位：円 

平成28年度　政務活動費　収支報告 議員の定数と報酬　中間報告 

　議会運営委員会は、平成29年4月14日（金）、「議員の定数と報酬」に関する議長からの諮問（議会だよ
りNo.210参照）に対し、この間の検討結果と今後の対応を中間報告として取りまとめ、齊木一三委員長が
丹羽勉議長に報告書を手渡しました（役職は4月14日現在）。 

「今後の取組み」は、次の3点です。なお、諮問に対する答申時期は、本年度中を予定しています。 

1　議会報告会の開催 
「議員の定数と報酬」をテーマに開催し

た意見交換会（28年11月12日開催）では、
住民から議会に対する厳しい意見があっ
た一方、議員活動のあり方や地域と議員
の関係に関する貴重な意見を聴取できま
した。次回以降、できるだけ多くの世代
が参加できるテーマも検討し、開催します。 

 
2　議会アンケートの実施 

アンケートは、幅広い世代の意見をき
く手段の一つであるため、29年度前半の
実施を進め、その結果を、今後の議会活
動の参考とします。 

 
3　議員間での議論を尽くすこと 

住民の意見を真摯に受け止め、議会活
動や議員活動をできる限り客観的なデー
タにより分析し、議員一人ひとりが冷静
に自らの考えをまとめ、互いに議論を尽
くし、議会としての結論を導き出します。 

　議会では、4月14日（金）、議員と職員の合
同研修を開催しました。 
　近年、ペーパーレス化や情報伝達の迅速化
などを目的に、タブレット（携帯情報端末）
を導入する自治体が増えています。当日は、
各自がタブレットに触れ、実際の会議でどう
活用できるかをイメージしながら受講しました。 
　導入に当たっては、議会改革の一環として、
費用対効果、セキュリティ対策など、先進自
治体の運用状況も調査しながら検討していき
ます。 

タブレット研修を開催 

丹羽議長（左）に中間報告書を渡す齊木委員長 

タブレットの操作方法を体感 大口町議会 政務活動費 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
9月定例会予定 

9月 1日（金） 提案説明 

9月 6日（水） 一般質問 

9月 7日（木） 一般質問 

9月11日（月） 質疑 

9月12日（火） 質疑・委員会付託 

9月14日（木） 総務建設常任委員会 

9月20日（水） 文教福祉常任委員会 

9月27日（水） 討論・採決 

表紙の写真 

今日はみんなで
クッキング

　今日のメニューは、みんなが
大好きなカレー。まずは、包丁で
ジャガイモとニンジンを下ごし
らえ。 
　園庭の大きなお鍋で、ぐつぐ
つ煮込んだ手作りカレーを、お
なかいっぱいいただきました。 

議
会

だ
よ

り
 

将棋、数独が好きな 
珠算の先生 日置輝忠さん 
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会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　今日まで56年間、珠算を通して子どもたち
と向き合い、子どもの成長を見守られてきたこ
とに感動しています。健康に留意され、ますま
すのご活躍をお祈りいたします。（船戸光夫） 

将棋にも算数の要素が 

数独（ナンバープレース）で頭の体操を 

♪　趣味は何ですか？ 
　将棋を指すことです。子どもの頃、父親か
ら手作りの将棋盤をプレゼントされ、現在も
愛用しています。数独を解くことも好きです。 

 
 

♪　子どもたちにそろばんを教えようと思った
きっかけは？ 
　中学生の時、珠算式暗算の素晴らしさに感
動し、珠算の指導者になろうと思いました。 
 

♪　先生のモットーは？ 
　曲がったことは大嫌いで、そういう意味で
頑固者。好きな言葉は、「継続は力なり」「時
は金なり」です。 

 

♪　町に何か言いたいことはありますか？ 
　町政には満足しておりますので、今のとこ
ろ何もありません。 
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